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　静岡市の麻機遊水地第3 工区で、ドイツの福祉都市ベーテルをモデルとして
「障がい者が自立し、夢を持てる場所」を作ろうという活動が始まっています。麻
機の自然再生と地域の活性化を同時に図ろうという動きに、福祉、医療、地域、教
育関係、企業、行政が賛同。今までにない連携体制で、誰もが生きがいや誇りを
持って暮らせる共存社会の実現を目指しています。

静
岡
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
が
取
り
組
む

「
し
ず
お
か
未
来
の
森
サ
ポ
ー
タ

ー
」の
活
動
で
は
、
親
子
で
植
樹

を
す
る
姿
も
多
く
み
ら
れ
た

地元に生き、地域に役立つ企業でありたい

ベーテル麻機の趣旨に賛同し協力

静岡トヨペットの社屋フロアーで開催された、静岡北特別支
援学校生徒の作品展

麻
機
遊
水
地
の
新
し
い
可
能
性

　
麻
機
遊
水
地
の
新
し
い
可

能
性
を
提
案
し
よ
う
と
、
昨

年
の
秋
か
ら
活
動
が
始
ま
っ

た
「
ベ
ー
テ
ル
麻
機
部
会
」。

副
部
会
長
と
し
て
活
躍
す
る

る
、一
般
社
団
法
人
モ
リ
ス
・

代
表
理
事
の
清
水
光
弘
さ
ん

に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
伺

い
ま
し
た
。

　「
モ
リ
ス
は
、
障
が
い
者

の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
す
。こ
の
地
域
に
は
、

病
院
や
養
護
学
校
、
流
通
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
が
分
か
り
ま
し
た
。
地

域
の
人
た
ち
は
、
畑
や
農
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
る
が
、
高

齢
化
で
働
き
手
が
い
な
い
。

流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
直
売
で

き
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
人

手
不
足
。
ま
た
、
て
ん
か
ん

病
院
で
は
、
治
療
を
受
け
た

人
た
ち
の
就
労
が
難
し
い
状

態
で
す
。
し
か
し
、
お
互
い

に
協
力
す
る
こ
と
で
、
す
べ

て
の
問
題
が
解
決
す
る
の
で

は
な
い
か
…
と
気
が
つ
い
た

の
で
す
」

　
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の

が
、
ド
イ
ツ
の
都
市
ベ
ー
テ

ル
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
麻
機
は
施
設
や
自
然
環

境
な
ど
が
、ベ
ー
テ
ル
と
ほ

ぼ
同
じ
条
件
で
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。ベ
ー
テ
ル
の
シ
ス
テ

ム
を
参
考
に
す
る
と
、て
ん

か
ん
病
院
や
支
援
学
校
か
ら

は
、農
業
や
流
通
セ
ン
タ
ー
へ

働
き
手
を
供
給
で
き
、流
通

セ
ン
タ
ー
は
こ
こ
を
市
場
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ

し
て
、障
が
い
を
持
っ
て
い
る

人
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
を
つ

な
ぐ
潤
滑
油
と
し
て
活
躍
で

き
ま
す
」と
、新
し
い
共
存
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　「
さ
ら
に
、
人
の
手
が
入

る
こ
と
で
遊
水
地
の
希
少
植

「ベーテル」とは？
　ドイツのビューレフェルト市にある町。各種病院や老人ホーム、特別
支援学校などがあり、約 1 万 4000 人の医療従事者がいる。医療と福祉
が機能的に行われ、「施しよりも仕事を」という方針で町づくりを目指し、
障がいを持つ人も老人もさまざまな仕事に就くことができる。

【ベーテル麻機部会取り組み内容】
・麻機遊水地の自然再生や地域活性のための仕組み作り
・活動フィールドやコミュニティーの場、治療やリハビリ、就労の場の創出
・環境教育の場、職業訓練の場の創出
・農業や文化、風習の継承、将来の地域の農業を担う人材育成の場を創出
・上記活動や自然とのふれあいにより、社会的孤立を防止

入会の問い合わせ：静岡県静岡土木事務所
 ☎054（286）9363

■麻機遊水地自然再生協議会ホームページ：http://asabata.org/

遊水地の自然を活用し、福祉、医療、地域、教育、企業、行政の連携で障がい者の自立支援の場に

いろいろな形で自然と人が
関わっていける場所に

ベーテル麻機部会部会長　久保田英幹さん

プロフィル／1982 年東京大学医学部卒
業。東京女子医科大学病院、東京都八王子
小児病院、東京都立神経病院で小児科、小
児神経科、神経内科を研修。1988 年より静
岡てんかん・神経医療センターに勤務

　昨年 9 月に麻機遊水地自然再協議会から派生して
発足した「ベーテル麻機部会」。部会長で静岡てんか
ん・神経医療センターの統括診療部長・久保田英幹
さんに、部会の活動について伺いました。
　「遊水地の整備と同時に、医療、福祉を軸にした町
おこしをしたいという思いがあります。しかし、会と
しては動き始めたばかり。まずは、多くの人に麻機遊
水地を知ってもらいたいですね。皆さんに手を貸し
てもらうことで、いろいろな形で自然と人が関わっ
ていける場所にしたいと考えています」
※部会では、一緒に活動してみたいという個人、団
体、企業を募集しています（下記参照）

静岡トヨペットの取り組み
　今年は、「地元と一体」をテーマに開催される「静岡流通センタ
ー春の大感謝祭」。例年よりボリュームアップした内容で、子ども
から大人まで1日楽しめます。「第2回麻機遊水地フェスタ」も同
時開催！
◆日時：3月15日（日）、午前9時～午後4時　※雨天決行
◆会場：静岡流通センター Aブロック・麻機遊水地
◆流通センターイベント（メーンステージ司会：久保ひとみ）
　アンドーひであきライブ、妖怪ウォッチ「ジバニャンバラエ

ティーショウ」、静岡チアリーディングBUDDY'S、静岡県立
駿河総合高等学校和太鼓部演奏、即売会、こども縁日、流通モ
ーターショウ、ちびっこ広場ほか（詳しくはホームページで）

※静岡市と静岡県静岡土木事務所が連携して「防災」「治水」に
関するパネル展を開催。来場者には、おみやげが用意されて
います

◆麻機遊水地フェスタ
　遊水地自然学習スタンプラリー 、カヌー体験、沼の生き物お宝探し

【問い合わせ】
協同組合　静岡流通センター事務局
☎054（263）2000
※午前8時30分～午後5時30分
ホームページ：http://www.shizuokaryutsu.or.jp/

静岡葵ライオンズクラブほかによる記念植樹

　「
お
客
さ
ま
に
お
車
を
お

届
け
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
元
に
生
き
、
地
域
に
役
立

つ
企
業
で
あ
り
た
い
」
と
の

理
念
か
ら
、
社
会
貢
献
に
力

を
注
い
で
い
る
静
岡
ト
ヨ
ペ

ッ
ト
。
男
女
共
同
参
画
の
推

進
や
地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
の
支
援
を
は

じ
め
、
各
店
舗
に
「
犯
罪
被

害
者
支
援
募
金
箱
」を
設
置
、

集
ま
っ
た
募
金
の
寄
付
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
６
月
～
12
月
で
16
万

円
以
上
の
寄
付
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
、「
ベ
ー
テ
ル
麻
機
部
会
」

の
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
。
長

い
ス
パ
ン
で
協
力
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
１
台

販
売
す
る
ご
と
に
売
上
金
の

一
部
を
積
み
立
て
て
い
る
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
基
金
」の
一

部
を
同
部
会
の
活
動
費
と
し

て
寄
付
。
部
会
の
会
合
に
は

同
社
の
会
議
室
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
３
月
15
日（
日
）に
開
催
さ

れ
る
「
麻
機
遊
水
地
フ
ェ
ス

タ
」で
は
、
午
前
10
時
か
ら
、

同
社
が
、
て
ん
か
ん
セ
ン
タ

ー
宿
舎
前
に
造
成
し
た
「
生

垣
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
農
園
で
種
イ
モ

植
え
付
け
と
、
植
樹
も
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
麻
機
遊
水
地
第

３
工
区
の
農
園
の
一
部
を
新

入
社
員
が
教
育
の
一
環
と
し

て
、
農
地
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
作
物

の
世
話
や
収
穫
の
際
に
は
、

顧
客
や
地
域
の
人
た
ち
を
招

き
、
自
然
と
触
れ
合
え
る
場

に
す
る
企
画
も
あ
る
そ
う
で

す
。
　
　

「静岡流通センター春の大感謝祭」
「第 2回麻機遊水地フェスタ」

物
が
出
て
き
て
、
野
鳥
や
昆

虫
も
生
息
で
き
る
環
境
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
第
３
工
区
に
１
ha

の
麻
機
の
原
風
景
を
作
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
企
業
の
協

力
も
あ
っ
て
農
地
が
で
き
つ

つ
あ
り
ま
す
」

　「
遊
水
地
が
再
生
す
れ
ば
、

観
光
地
に
も
な
り
、
人
が
来

れ
ば
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
宿
泊

の
需
要
も
増
え
ま
す
。
こ
こ

か
ら
発
展
し
て
、
一
つ
の
モ

デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作

り
た
い
で
す
ね
」
と
、
展
望

を
語
り
ま
し
た
。
　

ア
シ
が
生
い
茂
っ
て
い
た
第

３
工
区
は
、
ヤ
ン
マ
ー
の
協

力
で
農
地
に

人と自然の調和を目指し
動き出した「ベーテル麻機」

昨
年
の
夏
は
、
ヤ
ギ
に
よ
る
除
草
も
実
施
。
て
ん
か

ん
病
院
で
、
子
供
た
ち
に
大
人
気
の
ヤ
ギ




